
ｏ
例
夫
祭
　
神
馬
渡
御
式
　
十
月
十
五
日

速
二
夫
神
が
神
馬
で
御
旅
所
へ
渡
御
さ
枚
、
「
杉
の
お
仮

官
」
で
昔
儀
な
神
事
が
斎
行
さ
薇
る
。

○
御
船
祭
　
十
月
十

一ヽハ
ロ

皓
夫
神
が
神
典
、
神
幸
船
で
熊
野
川
を
迎
り
な
が
ら
、
お

伴
の
子
船
九
隻
が
御
船
島
を
組
っ
て
競
漕
を
行
う
。
紀
占

随

一
の
秋
祭
り
と
し
て
多
く
の
参
祝
者
で
賑
う
。

Ｑ
扇
立
茶

　
七
月
十

四
日
　
神
前
に
立
て
ら
薇
た
彩
合
檜

茄
に
神
が
降
臨
さ
枚
、
災
難
を
祓
い
幸
石
を
招
く
神
事
。

○
お
灯
祭
　

一́月
六
日
　
神
合
山
で
斎
行
し
、
台
装
末
に

身
を
固
め
た
上
り
子
が
駈
け
下
る
勇
壮
な
人
の
神
事
。

ｏ
熊
野
十

二
符
　
熊
野
権
現
の
神
使

・
入
應
鳥
で
神
名

を
表
し
た
右
Ｚ
な
護
符
。
昔
来
、
た
請
え
に
用
い
ら
ね
、

盗
難
除

。
厄
除

・
病
気
千
癒
手
の
御
神
徒
が
あ
る
。

ｏ
な
ぎ
人
形
　
御
神
木

「椰
」
の
実
で
本
製
し
た
当
夫
社

独
特
の
柱
掛
け
神
札
。
家
内
安
全

・
縁
皓
び
の
信
仲
が
あ

２

一

。

○
な
ぎ

小

首

　
実
上
の
音
で
、
こ
の
木
を
植
え
る
と
、
御

神
徳
の
も
と
家
内
安
全

。
繁
栄
す
る
と

い
う
。

信
仲
篤
き
者
に
は
、
こ
の
な
ぎ
の
葉
に
熊
野
権
現
の
お
÷

げ
が
表
わ
薇
る
と

い
う
。

熊
野
速
工
夫
社
の
宏
夫
無
辺
の
御
神
徳
を
教
仲
し
、
神

成

・
神
事
の
護
持
を
目
的
と
し
た
崇
敬
者
の
集

い
で
す
。

議
員
に
は
次
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

○
各
朝
、
議
員
の
安
本
を
ご
祈
願

○
各
茶
典
の
ご
案
内

○
議
員
特
別
神
符
と
暦
の
送
付

○
ご
参
キ
に
際
し
て
、
昇
殿
参
キ
の
本
仕

○
社
報

「熊
野
権
現
」
の
送
付

閉
精
時
間

。
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
項
ま
で

拝

祝

料

・
夫
人
五
〇
〇
円
、
高
校
生
以
下
無
料

◎
正
式
参
拝
と
熊
野
絵
解
を
御
奉
仕
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
、
ど
う
ぞ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

課
鞭
挺
縣
師
熊
野
速
玉
大
社

〒
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け
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露
の
は
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を

か
り
そ
ふ
ら
む
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交
通
ア
ク
セ
ス

東
京
方
面
か
ら
は
、
新
幹
繰
に
て
名
古
屋
駅
で
乗
り

換
え
、
大
阪
オ
面
か
ら
も
同
様
に
Ｊ
Ｒ
紀
勢
本
縁
に

て
新
官
駅
下
車
、
徒
サ
十
三
分
。



期嫌紳繰い， 神脚籍い韓̈

つ̈一『口特̈

珈̈轟げ帥め颯ゎ趙解り卦柱
（キ餓野の（欺“蝶槻）鮭駆
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蝶

、制黙律諜
【熙

肇
ゞ
漱釜

時『け嘲〔律いた‐こり̈
「る日に中一に「赫卸け鰊

を
賜
り
、
ま
た
千
二
百
点
を
数
え
る
国
宝
十
神
宝
類
が
，

櫻い儲拗餞唯れなれ詢錆
「す鰤馳毎一鶴「鉦晰ド稀りますｏ

熊
野
権
現
信
仲
は
茶
た
朝
に
起
り
、
神
仏
習
合
の
流
か
に
と
も
な

い
、
熊
野
速
二
人
神
は
率
師
如
来
と
し
て
、

熊
野
夫
須
美
夫
神
は
十
手
祝
者
に
、
家
津
美
御
子
夫
神
は
阿
弥
陀
如
来
と
い
う
ょ
う
に
、
神
々
は
そ
の
ま
ま
で

興
酔
一
は
勁
聾
躊
Ｍ
ｂ
射
晏
嘘
報
動
殊
餞
”
¨
な
が
は

い
叫

と 去‐こ
叫
辞
中
鏡
な
け
抑
¨
“
」
勒
榊

らヵ口）
響
』
い
】
轟

蛛
叩転
砦」
″社
囀
多ヽてく下のさ偽鰤勧螺動特
てし資一端

子
姜
初
期
の
御
神
像
を
は
じ
め
、
室
町
時
代
に
調
達
さ
薇
た
昔
神
宝
類
は
、
天
皇

ｏ
上
皇

・
将
早
家

・
大
名

権勁』林閾一歓微、口贅、・筆難一付」晰齢妹工は当秘欲杜慮嗜げ餅耕絆】演知棘村ピ権薇̈
御

物
と
し
て
、
熊
野
信
仲
を
語
る
上
で
欠
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
人
々
の
当
夫
社
へ
の
長
教
の
念
と
神
逍
え
の

喜
び
の
む
が
、
伝
統
あ
る
神
事
と
な
り
、
ま
た
本
納
さ
薇
た
こ
叡
ら
の
音
神
宝
と
な

っ
て
、
熊
野
神
宝
備
を
は

じ
め
全
国
各
博
物
常
に
保
存
晨
示
さ
薇
て
い
ま
す
。

熊
野
二
山
を
源
と
す
る
熊
野
神
社
は
、
全
国
に
及
び
二
十
数
百
社
を
数
え
ま
す
。
な
か
で
も
御
祭
神
が
、
当

夫
社
主
神
で
あ
る
速
二
人
神

・
夫
須
美
夫
神
を
祀
る
御
分
社
が
全
体
の
七
割
近
く
を
占
め
、
さ
ら
に

「
新
官
」

罪

Ｌ
つ鞍
釉
づ鯵
ぼ朗展鮮
雑
成
」故
馨
醍
噸
鋪
罐
投
響
れな経

の
小
枝
、
熊
野
牛
工
符
を
携
え
て
、
津
々
浦
々
で
御
神
徒
を
説

い
て
語
り
、
熊
野
信
仲
は
全
国
に
伝
え
ら
枚
て

い
き
ま
し
た
。
当
夫
社
で
は

「
祝
む
十
界
曼
茶
羅
」

の
金
解
き
を
行

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
申
し
出

下
さ
い
。

熊
野
夫
神
の
お
使
い
で
あ
る
二
本
足
の

「
入
処
鳥
」
は
、
神
式
天
皇
が
熊
野
山
ャ

で
道
に
迷
わ
薇
た
時
、
人
わ
の
国
に
入
る
道
先
案
内
を
つ
と
め
た
と
い
わ
薇
て
い
ま

す
。
こ
の

「
入
処
烏
」
を
合
文
字
化
し
た
神
札

「熊
野
十
二
符
」
は
、
十
年
札

・
お

い」付終員長』Ｍ、熱ゲれも∪韻殺
い軽肝」ぼれ、経吋続け層罐断浸辞

糊
が
部
一̈
姜拠鰹
中のたる」躍
脚づ
響に織
れ萎
延

¨
陛

‐こり
が
特
れ
象
】
“
嘔
が
時
許
わ
鋸
〔
し

ま 伝
効
υる
能
い野
十
二
宝
中
の
霊
験
が
人
々


